
本市の自殺者数及び自殺死亡率（人口10万人当たりの自殺者数）
本資料の数値はすべて「自殺日・住居地」を基にしています

1

自殺者数・自殺死亡率の推移

川越市の自殺者の現状について

（厚生労働省「自殺の統計：地域における自殺の基礎資料」より作成）
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川越市の自殺者の現状について
全般的な状況
性別・年代別の自殺者割合（2020〜2024年）

令和2年〜6年にかけて、川越市及び全国の全体の自殺者数に対し、性別・
年代別の占める割合を示しています。

川越市では、自殺者数が多い年代は、男性が50歳代や70歳代、女性が50歳
代や20歳代が多い状況です。

全国的にも最も多いのは男女ともに50歳代となっています。
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（厚生労働省「自殺の統計：地域における自殺の基礎資料」より作成）
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川越市の自殺者の現状について
自殺手段関連
手段別の自殺者数の推移

自殺手段としては、「首つり」（209人）が70％を占めています。
次いで多いのが「飛降り」（8％・24人）によるもの、「練炭等」（8％・

23人）によるものとなっています。
「首つり」・「練炭等」は増加傾向、「飛降り」・「飛込み」は減少傾向と

なっています。

（厚生労働省「自殺の統計：地域における自殺の基礎資料」より作成）
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川越市の自殺者の現状について
自殺の場所関連
場所別の自殺者数の推移

自殺の場所としては、「自宅等」（214人）が72％を占めています。
次いで多いのが「乗物」（5％・14人）、「高層ビル」（4％・12人）

となっています。
「自宅等」は増加傾向、「高層ビル」は減少傾向となっています。

（厚生労働省「自殺の統計：地域における自殺の基礎資料」より作成）
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川越市の自殺者の現状について
自殺の曜日関連
曜日別の自殺者数の推移

自殺の曜日としては、特定の曜日に際立って多いといった特徴はありませんが、
「木曜」（49人）が16％を占め、次いで多いのが「日曜」（16％・47人）、
「火曜」（15％・44人）となっています。

「火曜」が増加傾向、「金曜」が減少傾向となっています。

（厚生労働省「自殺の統計：地域における自殺の基礎資料」より作成）
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川越市の自殺者の現状について
自殺の時間帯関連
時間帯別の自殺者数の推移

自殺の時間帯としては、特定の時間帯に際立って多いといった特徴はありま
せんが、「4-6時」と「16-18時」が（32人）と最も多く11％を占めています。

次いで多いのが「12-14時」（9％・27人）となっています。
「16-18時」が増加傾向となっています。他の時間帯では大きな増減傾向は

あまりみられません。

（厚生労働省「自殺の統計：地域における自殺の基礎資料」より作成）
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川越市の自殺者の現状について
原因・動機関連
原因・動機別の自殺者数の推移

自殺の原因・動機としては、「健康問題」（189人）が63％を占めています。
次いで多いのが「経済・生活問題」（10％・28人）によるもの、「家庭問題」

（8％・22人）によるものとなっています。
「健康問題」、「経済・生活問題」にわずかな減少傾向が見られますが、その
他に大きな増減傾向はみられません。

（厚生労働省「自殺の統計：地域における自殺の基礎資料」より作成）
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川越市の自殺者の現状について
同居人の有無関連
同居人の有無別の自殺者数の推移

同居人の有無としては、「同居（同居人あり）」（198人）が66％を占めてい
ます。

大きな増減傾向はみられません。

（厚生労働省「自殺の統計：地域における自殺の基礎資料」より作成）
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9

川越市の自殺者の現状について
職業の有無関連
職業別の自殺者数の推移

職業の有無としては、「有職者」（115人）が39％、「無職者」が61％を占め
ています。
「無職者」の中では「年金・雇用保険等生活者」（99人）が33％を占めています。
「年金・雇用保険等生活者」・「学生・生徒等」は増加傾向となっています。

（厚生労働省「自殺の統計：地域における自殺の基礎資料」より作成）
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令和6年から令和7年にかけての市内自殺者数の月別推移をみる
と、令和7年は減少傾向が見られます。

令和7年11月末現在、自殺者数40人、自殺死亡率11.3となってい
ます。（暫定値）

10

自殺者数の月別推移

川越市の自殺者の現状について

（厚生労働省「自殺の統計：地域における自殺の基礎資料」より作成）
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